
No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

1
災害対策上
の課題

再整備の必要がない 13

　現庁舎は、昭和56年6月の新耐震基準導入前に設計されたもので、平成23年度から25年
度にかけて実施した調査においても、想定される大地震（レベル２）に対し、庁舎自体は倒壊
する危険性は低いが、壁や天井にかなりの被害を受けること、最大クラスの津波により、地
下の電気設備などに被害を受ける可能性があることから被災後の業務継続に支障が生じる
ことがわかりました。このようなことから、「再整備」が不可欠であると考えています。

2
市民利用に
おける課題

現庁舎に問題はない 7

　庁舎は、想定される大地震により、壁や天井、地下の電気設備などに被害を受ける可能
性があること、また、建築後約30年以上が経過しており、海からの潮風等の影響による建築
設備等の劣化が顕著であることから、今後数十年間庁舎として使用し続けるためには、「再
整備」が不可欠であると考えています。なお、市民アンケートや障がい者団体などへのヒア
リングにおいて、駐車場、駐輪場、窓口、待合などの改善、庁舎のユニバーサルデザイン化
や公共交通機関の利便性向上などの意見があったことから、これらを踏まえ、対応していく
ことが必要だと考えています。

3 職員の意識
まちづくりのためには、職員の意識
改革が必要

5

　庁舎の再整備は、本編Ｐ２５の「１　庁舎の基本理念・基本方針」に記載したとおり、職員が
まちに飛び出して、「人」や「まち」と積極的に関わり、市民と協働して清水のまちを創っていく
場となることを目指しています。そのため、ご意見を受け、「市民と話し合い、より良い方向性
を導きだし、市民と協働して施策を展開する職員の育成を進めていきます。」を基本構想に
追加することとします。

5

4
３つの基本
方針

まちづくりの拠点と行政サービス・
防災拠点のいずれか優先してはどう
か

1

　市民サービス、行政事務、防災拠点としての機能は、庁舎にとって基本的で重要な役割と
考えています。加えて、清水庁舎には、地域と連携し、地域の魅力や特性を生かした住民主
体のまちづくりの最前線となることが期待されています。そのため、３つの基本方針は同様
に重要であり、３つが揃うことで基本理念に掲げる「港町の歴史と自然に向き合いながら「清
水のまちづくり」を未来へリードする」ことができると考えております。

5
障害者や高齢者に配慮した庁舎にし
てほしい

6

　庁舎のユニバーサルデザインについては、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画において庁舎の内部構造や設備を検討する際には、障がい
者団体の意見を聞き、建築設計に反映してまいります。

6

6
窓口等が分かりやすい庁舎にしてほ
しい

4

　分かりやすく手続しやすい窓口機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したとこ
ろですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

4

7
高齢者、子供連れの来庁者に配慮し
た駐車場にしてほしい

1

　庁舎のユニバーサルデザインについては、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画において駐車場を検討する際には、高齢者団体や子育て団
体の意見を聞き、建築設計に反映してまいります。

1

意見応募者数　４２１人

新清水庁舎建設基本構想案パブリックコメント　意見・回答集計表

3
現庁舎の課
題

4

庁舎に必要
な機能

行政サービ
スの拠点

基本理念・
基本方針

1



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

8
ユニバーサルデザインに配慮した庁
舎としてほしい

2

　庁舎のユニバーサルデザインについては、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画において駐車場を検討する際には、高齢者団体や子育て団
体の意見を聞き、建築設計に反映してまいります。

2

9 窓口を集約・多機能化すべき 5

　分かりやすく手続しやすい窓口機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したとこ
ろですが、ご意見を受け、「市民の利便性を重視した窓口・待合スペースの配置」に基本構
想を修正することとします。

5

10
窓口は待合所を中心に設計してほし
い

1

　分かりやすく手続しやすい窓口機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したとこ
ろですが、ご意見を受け、「市民の利便性を重視した窓口・待合スペースの配置」に基本構
想を修正することとします。

1

11
区役所を夜間、土日も開庁してほし
い

2

　区役所の土日開庁や開庁時間の延長については、現在、３月下旬から４月上旬にかけて
実施しております。平成28年１月からは住民票等のコンビニ交付も始まっていることから、こ
の期間以外の時期については、行政需要を見ながら、必要に応じて検討していきたいと考
えています。

12
ペデストリアンデッキと連結する階
に入る部門を工夫してほしい

1

　分かりやすく手続しやすい窓口機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したとこ
ろですが、ご意見を受け、「市民の利便性を重視した窓口・待合スペースの配置」に基本構
想を修正することとします。

1

13
市民提案を聞く窓口を設置してほし
い

1

　分かりやすく手続しやすい窓口機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したとこ
ろですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

14
ICTを活用して窓口を多機能化して
ほしい

2

　分かりやすく手続しやすい窓口機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したとこ
ろですが、ごご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

15 室内環境が快適な庁舎としてほしい 4

　機能的かつ効率的な庁舎機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

4

16
大型の駐車場、駐輪場を完備してほ
しい

10

　利便性の高い交通アクセス機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところ
ですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

10

17 駐車場は必要最小限で良い 1

　利便性の高い交通アクセス機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところ
ですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

18 駐車待ちを減らす工夫をしてほしい 2

　利便性の高い交通アクセス機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところ
ですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

19 新しい発想の庁舎としてほしい 1

　機能的かつ効率的な庁舎機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

4
庁舎に必要
な機能

行政サービ
スの拠点

2



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

20
行政サービ
スの拠点

行政需要が減少したときの庁舎の役
割を考えるべき

1

　機能的かつ効率的な庁舎機能については、本編Ｐ２６の「基本方針１」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

21
災害に強い建物、防災拠点となって
ほしい

39

　災害に強い建物構造については、本編Ｐ２７の「基本方針２」に記載したところですが、ご
意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

39

22 災害時の防災拠点にならない 12

　災害時の業務継続機能については、本編Ｐ２７の「基本方針２」に記載したところであり、災
害時は清水庁舎に「静岡市災害対策本部 清水区本部」を設置しますが、津波被害の恐れ
がある場合は、浸水想定区域外にある清水防災センター（清水消防署に併設：清水区東大
曲町6番8号）を代替本部とします。基本計画において清水区本部の部屋の配置や設備等を
検討する際は、代替本部へのスムーズな移行などに十分配慮することとします。

12

23
帰宅困難者に対応できる庁舎として
ほしい

1

　ウォーターフロントにおける命を守る緊急避難機能については、本編Ｐ２７の「基本方針２」
に記載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

24
庁舎を建設することで地域の防災機
能を向上させてほしい

2

　ウォーターフロントにおける命を守る緊急避難機能については、本編Ｐ２７の「基本方針２」
に記載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

25
災害時の交通アクセス機能を確保し
てほしい

1

　ウォーターフロントにおける命を守る緊急避難機能については、本編Ｐ２７の「基本方針２」
に記載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

26
消防施設を併設して周辺の防災機能
を向上させてほしい

2

　庁舎は区災害対策本部に位置付けられているところですが、ご意見を受け、関係部局と協
議し、基本計画の検討の中で参考にさせていただきます。

2

27 屋上にヘリポートを設置してほしい 2

　庁舎は区災害対策本部に位置付けられているところですが、ご意見を受け、関係部局と協
議し、基本計画の検討の中で参考にさせていただきます。

2

28 災害時の避難場所になってほしい 12

　ウォーターフロントにおける命を守る緊急避難機能については、本編Ｐ２７の「基本方針２」
に記載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

12

29
企業や大学、福祉団体と協力して便
利で市民が行きたくなる区役所にし
てほしい

1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

30
障がい者が社会活動に参加できる場
の設置

4

　人と人をつなげる機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記載したところですが、ご
意見を受け、「障がい者が社会活動に参加できる場の提供」を基本構想に追加することとし
ます。

4

4

防災拠点

庁舎に必要
な機能

まちづくり
の拠点

3



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

31
まちに賑わいを生む施設となってほ
しい

32

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

32

32
清水区の発展につながる庁舎にして
ほしい

12

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

12

33
人の心を引き付ける魅力ある庁舎に
してほしい

3

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

3

34
人の交流、生涯学習の場となってほ
しい

7

　人と人をつなげる機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記載したところですが、ご
意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

7

35
観光やまちづくりの情報発信の場に
なってほしい

5

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

5

36
富士山や海が眺望できる庁舎として
ほしい

6

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、「富士山、清水港のビューポイントの設置」を基本構想
に追加することとします。

6

37
エスパルス関連施設を併設してほし
い

1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、「情報ステーション」の地域資源の紹介内容として「（清
水エスパルス、地元食材など）」を追加することとします。

1

38
清水の玄関口にふさわしいデザイン
としてほしい

12

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

12

39 清水をもっとPRすべき 2

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

40 駐車場は無料化すべき 1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

41
立地条件を活かしたまちづくりを進
めてほしい

2

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

42
まちづくりの拠点としての機能を具
体的に示してほしい

3

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見にありました「まちづくり拠点としての具体的な機能」について
は、基本計画で検討してまいります。

3

まちづくり
の拠点4

庁舎に必要
な機能

4



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

43 駐車場を有効活用してほしい 1

　駐車場の休日、夜間など活用のについては、本編Ｐ２８の「基本方針３　②地域資源を活
かしエリアの価値を高める機能」に記載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに
検討を重ねてまいります。

1

44 清水駅と庁舎を直結してほしい 7

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、「ＪＲ清水駅、周辺施設とのペデストリアンデッキによる
接続」に基本構想を修正することとします。

7

45
草木を豊富に取り入れた遊歩道で民
間施設とつないでほしい

1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

46
観光スポットとしての役割をはたし
てほしい

5

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

5

47
庁舎に清水の名産品などを売る店舗
を作ってほしい

1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

48
観光・交流施設を集積し清水区の活
性化につなげるべき

2

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

49
国・県・市の公共施設、民間施設を
集約してほしい

15

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

15

50
企業の誘致、流出防止のための庁舎
となってほしい

4

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

4

51
富士山や海の見えるカフェなどの設
置

11

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、「富士山や海を眺めるカフェやレストランの設置」につい
て基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

11

52
市民も使えるフードコートを設置し
てほしい

2

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、民間活力の導入を含めた「店舗の設置」や「多目的に使
えるスペース」等について基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

53
図書館・子ども図書館・まんが図書
館を併設してほしい

5

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

5

54 映画館を設置してほしい 1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針４」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

4
庁舎に必要
な機能

まちづくり
の拠点

5



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

55
屋内で子どもが遊べる施設を併設し
てほしい

1

　地域資源を活かしエリアの価値を高める機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記
載したところですが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

56 市民の憩いの場となってほしい 8

　市民の暮らしに溶け込む機能については、本編Ｐ２８の「基本方針３」に記載したところで
すが、ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

8

57
コンパクトではなく夢やゆとりのあ
る庁舎としてほしい

3

　新たな庁舎は、単に小さくということではなく、充実した機能を持ったうえで、空間を効率的
に活用したものにしていきます。夢が抱ける庁舎となるよう、ご意見を受け、基本計画でさら
に検討を重ねてまいります。

3

58
清水区に本局や議会を移動させては
どうか

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

59 職員数を減らさないでほしい 16

　新庁舎の規模や職員数については、本編Ｐ３０の「１　庁舎の規模と施設構成」に記載した
ところですが、市では、意思決定の迅速化や事務効率化の観点から本庁組織を静岡庁舎に
集約することとしています。しかし、そのために市民サービスが低下することのないよう、新
庁舎には区役所のほか市税事務所などの事務所等の配置を検討するとともに、港を中心と
したまちづくりなどを進め、まちの活性化を実現する新たな組織を配置していきます。また、
官庁施設の集約や民間施設の誘致などを進め、まちに賑わいを創り出していきたいと考え
ています。

60
庁舎の機能や規模を小さくしないで
ほしい

3

　新庁舎の規模や職員数については、本編Ｐ３０の「１　庁舎の規模と施設構成」に記載した
ところですが、市では、意思決定の迅速化や事務効率化の観点から本庁組織を静岡庁舎に
集約することとしています。しかし、そのために市民サービスが低下することのないよう、新
庁舎には区役所のほか市税事務所などの事務所等の配置を検討するとともに、港を中心と
したまちづくりなどを進め、まちの活性化を実現する新たな組織を配置していきます。また、
官庁施設の集約や民間施設の誘致などを進め、まちに賑わいを創り出していきたいと考え
ています。

61 まちが活性化する組織の設置 5

　新庁舎の規模や職員数については、本編Ｐ３０の「１　庁舎の規模と施設構成」に記載した
ところですが、ご意見を受け、「港を中心としたまちづくりなどを進め、まちの活性化を実現す
る組織を配置する。」に基本構想を修正することとします。

5

62
区民が不便にならない組織構成とし
てほしい

3

　新庁舎の規模や職員数については、本編Ｐ３０の「１　庁舎の規模と施設構成」に記載した
ところですが、ご意見を受け、「新庁舎には、利用者の利便性を損なうことのないよう、今ま
でどおり戸籍や国保、年金などの手続きを行う区役所を置くほか、市税事務所などの事務
所等を配置する。」に基本構想を修正することとします。

3

63 縮小 コンパクトな庁舎とすべき 6

　新庁舎の規模や職員数については、本編Ｐ３０の「１　庁舎の規模と施設構成」に記載した
ところですが、ご意見を受け、「新たな清水庁舎は、必要な機能を備えつつもコンパクトにま
とまり、未来を見据えた庁舎を目指します。」を基本構想に追加することとします。 6

4
庁舎に必要
な機能

まちづくり
の拠点

5 庁舎規模

拡大

現状維持

6



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

64
現庁舎を耐震化、改修して使用する
べき

16

　検討委員会においては、移転建替え、現地建替え、大規模改修の３つの整備方法につい
て、市民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を
加えて比較検証し、①清水都心地区のまちづくり方針に示す江尻エリアに移転させること
で、来庁者の利便性が向上するとともに、商業・業務の中心地として同エリアの発展の第一
歩となる、②年間あたりのライフサイクルコスト(LCC)が最も安価である、③工事期間が短く、
工事期間中も市民サービスが低下しないことから、市として「移転建替え」が最適であると判
断しました。

65 整備方法の選定に疑義がある 3

　検討委員会においては、移転建替え、現地建替え、大規模改修の３つの整備方法につい
て、市民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を
加えて比較検証し、①清水都心地区のまちづくり方針に示す江尻エリアに移転させること
で、来庁者の利便性が向上するとともに、商業・業務の中心地として同エリアの発展の第一
歩となる、②年間あたりのライフサイクルコスト(LCC)が最も安価である、③工事期間が短く、
工事期間中も市民サービスが低下しないことから、市として「移転建替え」が最適であると判
断しました。

66 移転を望まない 4

　検討委員会においては、移転建替え、現地建替え、大規模改修の３つの整備方法につい
て、市民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を
加えて比較検証し、①清水都心地区のまちづくり方針に示す江尻エリアに移転させること
で、来庁者の利便性が向上するとともに、商業・業務の中心地として同エリアの発展の第一
歩となる、②年間あたりのライフサイクルコスト(LCC)が最も安価である、③工事期間が短く、
工事期間中も市民サービスが低下しないことから、市として「移転建替え」が最適であると判
断しました。

67 移転建替えを望む 8

　整備方法については、①清水都心地区のまちづくり方針に示す江尻エリアに移転させるこ
とで、来庁者の利便性が向上するとともに、商業・業務の中心地として同エリアの発展の第
一歩となる、②年間あたりのライフサイクルコスト(LCC)が最も安価である、③工事期間が短
く、工事期間中も市民サービスが低下しないことから、「移転建替え」が最適であると判断し
ました。
　現庁舎は、想定される大地震により、壁や天井、地下の電気設備などに被害を受ける可
能性があることから、一刻も早い整備を目指しています。

68 ピロティ構造には問題がある 4

　ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

4

69
しっかりとした長く使える庁舎を建
設してほしい

5

　ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

5

70 耐用年数の考え方が適切でない 1

　耐用年数は、「建築物のライフサイクルコスト/国土交通省大臣官房営繕部監修」に基づ
き、庁舎用途の建築物で設定されている「６５年」としております。
　なお、建築工事標準仕様書（JASS５）においても、鉄筋コンクリート造建築物の構造体の
標準的な計画供用期間は65年とされております。

5 整備方法

大規模改修

移転

構造

7



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

71
心にゆとりや安心感を与える材質、
色調の建物としてほしい

1

　ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

72
空き店舗を庁舎として使用してはど
うか

1

　ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

73
駐車場の構造等を明らかにしてもら
いたい

1

　建設場所候補地の駐車場台数については、本編Ｐ３３の「候補地の概要」に記載したとこ
ろですが、これらの駐車台数は全て平面駐車を想定したものです。なお、新庁舎の駐車場
については、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

74 船を庁舎としてはどうか 1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

75
整備方法を判断した根拠について詳
しい情報を公開すべき

1

　検討委員会において整備方法を検証、検討した際の資料については、市ホームページ及
び区役所の市政情報コーナーにおいて公開しております。更に詳しい資料を閲覧する場合
は、アセットマネジメント推進課まで、お問い合わせください。

76 時期 一刻も早く再整備してもらいたい 6

　庁舎の建設スケジュールについては、本編Ｐ３８の「３　事業スケジュール」に記載したとこ
ろですが、ご意見を受け、市民の安心安全を守るため、基本計画でさらに検討を重ねてまい
ります。

6

77 建設費
次世代に多額の借金を負わせないで
ほしい

6

　新庁舎の規模や職員数については、本編Ｐ３０の「１　庁舎の規模と施設構成」に記載した
ところですが、ご意見を受け、必要な機能を備えつつもコンパクトにまとまった庁舎を目指す
とともに、市の財政負担を軽減し、民間のノウハウを活用して効率的かつ効果的に事業を進
める公民連携（ＰＰＰ）の手法について、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。 6

5 整備方法

構造

8



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

78
災害リスクの高い場所への移転は避
けるべき

134

　市では都市計画マスタープランや立地適正化計画に基づき、コンパクトシティ実現のため、
清水都心地区に都市機能を集積していくこととしています。
　なかでも公共交通が利用しやすく、商店街や公共施設などが集積する江尻エリアについて
は、商業・業務の中心地として更なる発展を目指しています。
　また、清水都心地区の大半が津波浸水想定区域のため、各種災害対策を行い、リスクの
低減を図りつつ、まちづくりを進めることとしています。
　建設場所については、この江尻エリアから清水駅東口公園を含む４候補地を検討委員会
に示し、有識者による専門的見地からのご意見、市民委員による市民目線からのご意見を
加えて比較検証を行ってきました。
　検証の結果、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献すること、②必要な敷地面積と許容
容積を有していること、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じないこと、④
公共交通の利便性が高いという観点から、「清水駅東口公園」が最適であると判断しまし
た。
　更に、災害リスクに対しては、県が整備する防潮堤の計画を見据えつつ、新たな庁舎も防
災機能を強化することで、ウォーターフロントにおける防災対策の一翼を担うこととしていま
す。

79
建設予定地の災害想定を公表してほ
しい

1

　平成25年に公表された「静岡県第4次地震被害想定」に基づき、建設予定地周辺の被害
想定は、防潮堤が設置される前の津波浸水深は約２．２ｍ、津波到達時間は１０～１５分、
液状化発生の可能性がある区域としております。

80
建設予定地は自動車交通アクセスが
悪い

25

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

25

81
建設予定地は自動車交通アクセスが
良い

2

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

2

82
公共交通アクセスの良い場所に建設
してほしい

39

　建設場所については、本編Ｐ３２の「３　建設場所」に記載したところですが、　ご意見を受
け、新庁舎の公共交通アクセスを更に向上させるよう、基本計画でさらに検討を重ねてまい
ります。

39

83 静岡鉄道利用者は、不便になる 1

　公共交通アクセスについては、本編Ｐ３３の「候補地の概要」に記載したところですが、　ご
意見を受け、新清水駅から路線バスを利用する方や徒歩で来庁される方の動線などについ
て、関係部局と協議し、基本計画の検討の中で参考にさせていただきます。

1

84 富士山の眺望の妨げとなる 7

　ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

7

85
駅前の公園、緑地などを残してほし
い

3

　検討委員会では、清水駅東口公園を含む４候補地について、市民委員による市民目線か
らのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて比較検証し、①明日の清
水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積を有している、③市有地を
有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の利便性が高いという観点か
ら、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

5 建設場所

地震・津波
等

交通アクセ
ス

眺望・公園

9



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

86
清水駅を駅ビルにして庁舎を合築し
てはどうか

2

　ご意見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

2

87 建設場所の選定に疑義がある 1

　建設場所については、検討委員会において清水駅東口公園を含む４候補地について、市
民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて
比較検証し、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積
を有している、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の
利便性が高いという観点から、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

88
商店街の空き店舗や他の施設へ入居
してはどうか

1

　空き店舗等の耐震性能の有無、庁舎機能の分散、早期の再整備の必要性等から、建設
予定地への移転建替えが最も優位であると判断しております。また人口減少に伴い必要床
面積の減少なども想定されますが、将来、老朽化し建替えが必要となる施設などを併合して
いくことも視野に入れる必要があると考えております。

89 市有地が望ましい 2

　建設場所については、検討委員会において清水駅東口公園を含む４候補地について、市
民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて
比較検証し、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積
を有している、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の
利便性が高いという観点から、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

90
内陸部に建設した方が、まちの活性
化につながる

1

　建設場所については、検討委員会において清水駅東口公園を含む４候補地について、市
民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて
比較検証し、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積
を有している、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の
利便性が高いという観点から、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

91
清水庁舎・桜が丘病院の移転は遅す
ぎる

1

　ご意見を受け、少しでも早期に移転ができるよう基本計画でさらに検討を重ねてまいりま
す。

1

92 区役所は桜が丘に移転すべき 5

　建設場所については、検討委員会において清水駅東口公園を含む４候補地について、市
民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて
比較検証し、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積
を有している、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の
利便性が高いという観点から、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

考え方5 建設場所

10



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

93 清水駅西口へ移転した方がよい 1

　建設場所については、検討委員会において清水駅東口公園を含む４候補地について、市
民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて
比較検証し、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積
を有している、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の
利便性が高いという観点から、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

94
清水駅東口公園への移転建替えを望
む

8

　ご意見を受け、少しでも早期に移転ができるよう基本計画でさらに検討を重ねてまいりま
す。

8

95
回遊性、防災、まちの活性化を考え
ると清水駅東口公園は適地

3

　ご意見を受け、少しでも早期に移転ができるよう基本計画でさらに検討を重ねてまいりま
す。

3

96 庵原などへの移転してはどうか 1

　建設場所については、検討委員会において清水駅東口公園を含む４候補地について、市
民委員による市民目線からのご意見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて
比較検証し、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献する、②必要な敷地面積と許容容積
を有している、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じない、④公共交通の
利便性が高いという観点から、市として「清水駅東口公園」が最適であると判断しました。

97 地元企業
地元の会社が建設や運営に入ってい
けるようにしてほしい

7

　本編Ｐ３５の「６章　事業の進め方」に記載したとおり、庁舎建設事業については、民間と行
政が、それぞれの強みを生かし市の財政負担を軽減しつつ、民間のノウハウを活用して、効
率的かつ効果的に事業を進める公民連携（ＰＰＰ）の手法と検討することとしています。ご意
見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

7

98 公民連携
PPP（公民連携）を進めてもらいた
い

5

　本編Ｐ３５の「６章　事業の進め方」に記載したとおり、庁舎建設事業については、民間と行
政が、それぞれの強みを生かし市の財政負担を軽減しつつ、民間のノウハウを活用して、効
率的かつ効果的に事業を進める公民連携（ＰＰＰ）の手法と検討することとしています。ご意
見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

5

99
庁舎に必要な機能を持たせ、コスト
面でも工夫して欲しい

1

　本編Ｐ３５の「６章　事業の進め方」に記載したとおり、庁舎建設事業については、民間と行
政が、それぞれの強みを生かし市の財政負担を軽減しつつ、民間のノウハウを活用して、効
率的かつ効果的に事業を進める公民連携（ＰＰＰ）の手法と検討することとしています。ご意
見を受け、基本計画でさらに検討を重ねてまいります。

1

100
収益スペースを配置すべきではない
か

1

　本編Ｐ３５の「６章　事業の進め方」に記載したとおり、庁舎建設事業については、民間と行
政が、それぞれの強みを生かし市の財政負担を軽減しつつ、民間のノウハウを活用して、効
率的かつ効果的に事業を進める公民連携（ＰＰＰ）の手法と検討することとしています。ご意
見を受け、収益スペースの配置についても、基本計画で検討を重ねてまいります。 1

101 構想外
清水のまち
づくり

回遊性 清水都心の回遊性を検討してほしい 6

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

6

事業手法

コスト

6

6

建設場所 考え方

11



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

102 清水区全体の回遊性を検討すべき 2

　本市が目指す公共交通ネットワークは、静岡、清水、東静岡などの拠点を結ぶＪＲ東海道
本線と、運行頻度の高い静岡鉄道を「軸」として、鉄道駅を中心とした拠点と周辺地域、更に
は中山間地域を、路線バスなどで一体的に結ぶものです。
　鉄道や路線バスなどにより、市内全域をほぼ網羅していると考えておりますが、公共交通
を利用しにくい地区が存在していることは認識しております。
　このような地域の課題に対応するため、地域住民が主体となり、自家用自動車で、最寄り
の公共交通機関までの足を確保するための支援制度として、「地域交通弱者対策事業」を
平成２８年度から運用しております。

103
超高齢社会に対応するため公共交通
網を整備してほしい

1

　静岡市が目指す「コンパクトなまちづくり」は、拠点に生活機能を集約し、そこへの公共交
通網を整備しようとするものです。清水区全体の回遊性は、今後の清水区のまちづくりの中
で実現していきたいと考えています。

104 回遊性は必要ない 1

　ＪＲ清水駅は陸の玄関口に、日の出ふ頭は海の玄関口となることから、清水都心の２つの
拠点である江尻エリアと日の出エリアには回遊性を持たせていきたいと考えています。

105
商店街と線路で分断されていて発展
につながらない

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

106
清水港臨海部のまちづくり計画が必
要

6

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

6

107
清水都心の各エリアの機能を明確化
すべき

1

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

1

108
清水都心エリアの各事業の連携を
図ってもらいたい

2

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

2

109
過去の歴史と経緯を鑑みて未来のビ
ジョンをつくってほしい

2

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

2

110
清水の魅力を引き出すまちづくりを
してもらいたい

2

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

2

111 国際海洋文化都市を実現してほしい 8

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

8

構想外
清水のまち
づくり

回遊性

国際海洋文
化都市

12



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

112
国際海洋文
化都市

海洋文化拠点を充実させてほしい 2

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

2

113 発電所建設を認めるべき 1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

114 発電所建設を中止させるべき 11

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

115
安全、景観のためタンクを撤去すべ
き

3

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

116
防潮堤はやめて海を活かした減災に
取り組んでほしい

2

　静岡県が進めている防潮堤は、清水区の住民や沿岸企業の安全確保に欠かせない施設
であると考えております。
　江尻・日の出地区については、官民学で構成された検討委員会で「清水港海岸　江尻・日
の出地区津波防護施設整備計画（H27.12）」を策定されております。
　防潮堤の整備にあたっては、当該地区の多様性に配慮し、景観や賑わいの創出に配慮す
べき箇所については、地区全体の統一性に配慮しながら、各ゾーンの特徴を損なわないデ
ザイン等を検討することとされております。

117 早期に防潮堤を整備してほしい 1

　県が進めている防潮堤は、清水区の住民や沿岸企業の安全確保に欠かせない施設であ
ると考えております。江尻・日の出地区の防潮堤は、官民学で構成された検討委員会で「清
水港海岸　江尻・日の出地区津波防護施設整備計画（H27.12）」を策定し、地域景観と調和
する色彩やデザイン等に配慮した防潮堤が計画されております。

118
災害時にも巴川を渡れる歩道橋を設
置してほしい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

119
防潮堤は、マリンパークやドリーム
プラザの外側につくってほしい

1

　県が進めている防潮堤は、清水区の住民や沿岸企業の安全確保に欠かせない施設であ
ると考えております。江尻・日の出地区の防潮堤は、官民学で構成された検討委員会で「清
水港海岸　江尻・日の出地区津波防護施設整備計画（H27.12）」を策定し、地域景観と調和
する色彩やデザイン等に配慮した防潮堤が計画されております。

120
サッカース
タジアム

スタジアム建設を進めるべき 8

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

8

121
まちの活性
化

清水駅周辺のまちづくりを進めるべ
き

11

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

11

コンビナー
ト・LNG火
力発電所

清水のまち
づくり

災害対策

構想外

13



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

122
日の出エリアを観光地として活性化
させてほしい

1

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

1

123
お年寄りや子供たちが住みやすいま
ちにしてほしい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

124
子どもや子育て世代を優先したまち
づくりを進めてほしい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

125
発展している所を参考にまちづくり
をすべき

1

ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

126
集客施設（ショッピングセンター、
スーパーマーケット、飲食店など）
を誘致してほしい

2

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

2

127
サッカー場やアウトレットやカジ
ノ、大学の誘致をしてほしい

1

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

1

128
駅前の一等地は民間を誘致してほし
い

1

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

1

129
外国船の入港に備えて宿泊施設を充
実させてほしい

1

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

1

130
中部横断自動車道を活用して、滞在
客を増やしてほしい

1

　清水都心のまちづくりに関するご意見として、平成30年度から策定に取り組む清水港臨海
部グランドデザインを検討する中で参考にさせていただきます。

1

131
税金を優遇して企業を誘致してはど
うか

1

　企業立地への優遇措置は、現在、補助制度で対応しております。ご意見は、この補助制度
を検討する中で参考とさせていただきます。

132
「江尻」「日の出」以外の地域の住
民が置き去りにされているように感
じる

1

　静岡市が目指す「コンパクトなまちづくり」は、拠点に生活機能を集約し、そこへの公共交
通網を整備しようとするものです。江尻エリア、日の出エリアを拠点化していきますが、全て
の地域の皆さんが暮らしやすいまちづくりを進めていきたいと考えています。

133
コンパクトシティの考え方には問題
がある

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

清水のまち
づくり

まちの活性
化

構想外

14



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

134
既存の事業者と競合しないまちづく
りをしてほしい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

135
まちづくりにはソフト面でも工夫し
てもらいたい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

136
商店街の活性化、まちの美化が先決
ではないか

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

137
清水のまちづくりは30年前から行っ
てきたができない

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

138
まちの活性化と新庁舎の建設は別問
題である 9

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

139
市民が使いやすい公共施設をつくっ
てほしい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

140 公共施設は内陸部へ移していくべき 1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

141
現庁舎は解体せずに有効活用してほ
しい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

142
ペデストリアンデッキは風が強いた
め改善してほしい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

143
興津・由比の出先機関を充実してほ
しい

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

144
桜ヶ丘病院は公共交通の利便性の高
い場所に移転するべき

1

　今後、JCHO（桜ヶ丘病院の運営主体）との協議の参考とさせていただきます。

145
清水庁舎の移転は桜ヶ丘病院の移転
によるものではないか

1

　清水庁舎の再整備は、平成23年度から25年度にかけて実施した調査において、想定され
る大地震（レベル２）に対し、庁舎自体は倒壊する危険性は低いが、壁や天井にかなりの被
害を受けること、最大クラスの津波により、地下の電気設備などに被害を受ける可能性があ
ることから、被災後の業務継続に支障が生じるため行うものです。

清水のまち
づくり

まちの活性
化

桜ヶ丘病院

公共施設

構想外

15



No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

146
桜ヶ丘病院の移転も並行して進めて
ほしい

2

　今後、JCHO（桜ヶ丘病院の運営主体）との協議の参考とさせていただきます。

147
桜ヶ丘病院を清水駅東口公園へ移転
させてはどうか

1

　JCHO（桜ヶ丘病院の運営主体）は、平成29年3月に清水庁舎跡地への移転方針を決定し
ており、本市は早期の移転を支援していきます。

148
桜ヶ丘病院はもっと安全な場所に移
転するべき

14

　JCHO（桜ヶ丘病院の運営主体）は、平成29年3月に清水庁舎跡地への移転方針を決定し
ており、本市は早期の移転を支援していきます。

149 もっと市民の意見を聞くべき 20

　基本構想の策定にあたっては、これまで市民アンケート、市民ワークショップ、子育て団体
や障害者団体へのヒアリング、市民委員を含む検討委員会の開催、パブリックコメントなどを
行い、多くの市民の皆さんのご意見を伺ってまいりました。平成30年度に策定する基本計画
についても、検討委員会を開催するとともに、パブリックコメントを実施していきます。

150
形だけのパブリックコメントには意
味がない

8

　パブリックコメントは、一般的な市民参画手続であり、意見の数や賛否を問うものではなく、
市民の皆さんから多種多様な御意見をいただき、施策案をよりよいものとするための手法で
す。今回いただいたご意見についても、基本構想をよりよくするものについては、積極的に
反映していきたいと考えております。

151 意見応募用紙を全戸配付してほしい 3

　ご意見の内容は、今後のパブリックコメント実施の参考とさせていただきます。

152
基本構想案に市民の意見が取り入れ
られていない

4

　基本構想案については、これまで市民アンケート、市民ワークショップ、子育て団体や障害
者団体へのヒアリングにより聴取した意見を基に、学識経験者と市民委員からなる検討委
員会が議論を重ねたうえでまとめたもので、市民の皆さんのご意見を反映したものと考えて
います。

153 選挙や住民投票で決めるべき 5

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

154
市民への周
知

もっと市民に周知すべき 9

　基本構想の策定にあたっては、検討委員会を公開するとともに、委員会開催ごとにニュー
スレターを作成し、清水区で組回覧を行ってきました。また、検討委員会の会議録や資料
は、区役所の市政情報コーナーや市ホームページで公開してきました。
　更に、パブリックコメントの実施にあたっては、基本構想案を分かりやすくまとめたリーフ
レットを作成し、清水区には全戸配付し、葵区、駿河区には組回覧を行いました。平成30年
度に策定する基本計画についても、同様に市民の皆さんへの周知に努めてまいります。

まちの活性
化

桜ヶ丘病院

市民意見の
聴取

構想外

市民理解
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No. 章 大項目 中項目 意見要旨 件数 本市の考え
基本構想
に反映

基本計画
で検討

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ
ﾃﾞｻﾞｲﾝ
で検討

155 市民理解 その他
市民の納得できる計画に作り直して
もらいたい

6

　基本構想案については、これまで市民アンケート、市民ワークショップ、子育て団体や障害
者団体へのヒアリングにより聴取した意見を基に、学識経験者と市民委員からなる検討委
員会が議論を重ねたうえでまとめたもので、市民の皆さんのご意見を反映したものと考えて
います。

156
災害時の対応について議論を避けて
いる

1

　建設候補地の災害リスクについては、第４回検討委員会において説明を行い、この内容を
前提に第４回、第５回の検討委員会で建設場所に関して議論をしていただきました。平成30
年度に策定する基本計画の中では、災害リスクを考慮した庁舎として検討していきます。

157 決定が拙速すぎる 1

　整備方法及び建設場所についての市案に対して、市民委員による市民目線からのご意
見、学識経験者による専門的見地からのご意見を加えて比較検証を行ってきました。その
議論を経て、市として「清水駅東口公園」への移転建替えが最適であると判断しました。

158
検討委員会の判断の経緯に疑義があ
る

1

　検討委員会の検証では、①明日の清水のまちづくりの実現に貢献すること、②必要な敷地
面積と許容容積を有していること、③市有地を有効活用することで新たな財政負担が生じな
いこと、公共交通の利便性が高いことの４点から「清水駅東口公園」が最適であると判断さ
れました。

159
市長は市民との信頼関係を作ってほ
しい

3

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

160
情報公開資料の回答、市議会答弁が
矛盾している

1

　ご意見の内容は今後の市政運営の参考とさせていただきます。

合　計 828 44 345 82

その他 その他

検討委員会 進め方

構想外
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